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フリジア諸語の二重母音と英語の変容　
三浦弘
1 はじめに
本稿は三浦 (201a) の続編である。文部科学省私立大学学術研究高度
化推進事業オープン・リサーチ・センター整備事業 rAn glo-Saxon 語の継
承と変容」プロジェクトのために， 209 年 8 月にドイツ(北フリジア語，
N orth Frisian) とオランダ(西フリジア語， West Frisian) で、行った調査
結果の一部である。前掲書では単母音(短母音と長母音)のみを論じた。
同プロジェクトは201 年 3 月に研究期間を終了したが，二重母音の分析が
ようやく出来上がったので，ここに発表させていただくことにした。オリ
ジナル音声収録に関する録音方法，被験者，分析方法等はすべて前掲書と
同一であるため，重複するおそれのある説明は本稿ではすべて省略する o
フリジア諸語と英語は約170 年前までアングロ・フリジア語(An glo-
Frisian) という一つの言語(共通の基語)であったとみなされるために西
ゲルマン諸語の中でも特に関係が深い (Swet 190: 213 ， La s 194: 14-
16) 。もしも英語が古ノルド語 (Old Norse ，デーン人のブリテン島侵入)
やアングロ・ノルマン語(An glo-N ona ，ノルマン王朝の成立)の影響を
受けなかったら，現在の英語はもっとフリジア諸諸と似ていたものと思わ
れる。言語音声の変化については， r母音の連鎖変化の制御には一般的な
法則があるJ(La bov 194: 16) ， r言語音声の変化には原則がないJ(Mison 
& Hirask 209: 127) ， r言語の歴史を区切るような大変動は言語とは関
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係のない社会的な出来事によってもたらされるJ (ぬlO wles 197: 6) な
どとさまざまな議論があるO しかし，筆者はアングロ・フリジア語という
一つの基語に「固有のJ (i n廿insic) 変容傾向があると想定して，フリジア
諸語と英語を比較することで，英語固有の変容傾向を解明したいと考えて
いるO
2 文献にみられる変容傾向
Miura (201b) で論じた歴史音韻論に関する文献研究をもとに，新た
な補足をして，古英語 (Old English ，以下 OE) と古フリジア語 (Old
Frisian ， 120 年頃の言語，以下 OF) における変容傾向，及ぴ英語発達史
や現代英語諸方言に観察される母音変化の特徴を整理するD
2. 1 前舌化と高舌化
An glo 干risian Brightenig (AFB ，アングロ・フリジア語母音の明音化)， 
あるいは First Fron 也19 (最初の前舌化)と呼ばれる前舌化 (fronting) が
3世紀か 4 世紀にアングロ・フリジア語(以下An gl-Fr) に生じている D
( 1 )のように， /a(α) が前舌化して， /a が生じた現象である。
( 1) La s (1 94: 42) 
U u 
e O e O 
α お
Before AFB Aft er AFB 
それが OE では，単語内の後続奥舌母音に同化して/a(α) が復活して
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いる o WGmc は「西ゲルマン(基)語 j を示す。
( 2 ) ibid.: 4 
U U U 
e O e O e O 
α a a α 
WGmc 
R σ b  h OE 
OF では， /a/ が高舌化 (raising) して/e に変わったために， /ぉ/は消
失した。 OF の短母音は 5 つ(i， e， a， 0， u) ，長母音は 7 つ (i: ，e: ，ε.， 
a: ， ::>:， 0: ， u:) ，二重母音は 4 つ (i:e ，ou ， ei ， a:u)であった (Bremer
209: 42-3 ， 46) 0 
以上のようにAn gl-Fr ，OE ， OF においてすでに前舌化と高舌化の傾向
が見られる。音響音声学的には前舌化は F2 (第 2 フォルマント)の上昇
であり，高舌化は Fl (第 1 フォルマント)の下降である o ともに聴覚的
に明瞭度が増すことになる D これらの傾向はまとめて「鋭音化」とみなす
ことができる O 言語音声の変化には調音による要因だけではなく聴覚的な
要因もあることが窺える o
2. 割れ，あるいは二重母音化
割れ (breaking) と呼ばれる二重母音化(diphtongization) が OE には
多く見られる O 例えば，現代英語(以下 PE) の de αth/de8 ん西フリジア
語の dea/dI'~/のゲlレマン基語(再建形)は *dauþuz であったが， An gl-Fr 
では *diit / dæ:8/となった。それが OE では dë，ゆ/dæ:~8/と割れが生じた。
ちなみに OF では diith / diid / diit と混同しているが割れていなしミ。他の OE
の例には， healf Cl ha:lf / > /haolf /， PE ha 1f)のように，後続のわたり
音 (glide) が合併して二重母音となったものもある。
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西フリジア語には，現在日の二重母音がある D 西フリジア語が話されて
いるオランダ北部フリースラント州では， 16 世紀以来オランダ語が公用語
となっているが，現在のオランダ語には，二重母音が 3 つしかない (d ，
田y，~u) ので，西フリジア語の二重母音化はオランダ語の影響とは言え
ない。
PE の狭い長母音である/i:， u:/ にはわずかな割れが生じて，それぞれ
[Ii， u] となるのが一般的な発音である O また， Teschner & Wh it1 ey (204: 
153) によれば，強勢を伴う短母音の割れが，アメリカの南部や中西部で
は顕著に見られるということである(例 hid = [hld - hI~d - hi~d] ， head 
= [hEd - hE~d - hei~d]) 0 
さらに中英語 (ME) から PE にかけて生じた「大母音推移J (the Great 
Vowel Shift ，以下 GVS) における狭い長母音の二重母音化は， (3) (4) 
のように割れによって変化したと推測できる。
( 3) i: > II > eI > ~I > AI > aI 
( 4) u: > uu > ou >ω> AU > au 
このような狭い長母音の割れは，長母音を短母音化することによって調音
のエネルギーを小さくし，かつ広母音によってきこえ度 (sonrity) を大
きくして， 1きこえ度の分極化J (中尾 1985: 175-176) がなされたと説明
することができる D
以上のように，母音の割れは， An gl-Fr (英語とフリジア語)における
固有の変容傾向であるとみなすことができる o しかし，未解決である GVS
の「押し上げ説J 151 き上げ説j のどちらが正しいかという問題について
は現段階では判断できない。聴覚的な原因により広母音の高舌化と狭母音
の割れが同時に生じたと推測することもできる。しかし高舌化が優勢で、あ
れば押し上げ説，割れが優勢であれば引き上げ説が支持されることになる O
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3 フリジア諸語の二重母音の分析結果
北フリジア語と西フリジア語の音声は上述のオリジナル録音である。二
重母音の分析では各母音の入りわたり (onglide) と出わたり (ofglide)
の Fl とF2 を測定した。以下の表によって単語とデータ数値を示す。また，
そのデータを視覚化するために図を作成した。下記の図は SonawMtch
5127 (KAY ・PENT 必O プログラムの vowel table を元に， P必nt (Micros 立)
を使用して筆者が直接書き込んで作成したものである。図中では出わたり
のポイントに「矢じり J (即 owhead) を記入した。
PE との比較のために， PE のデータは Roach (201) から，英語 (received
pronuciation ，以下 RP) の中で二重母音の持続時間が最も長い軟音に先
行する (pre wlenis) 単語の音声を選択して利用した。また， Flw2 音響ダ
イアグラム(母音チャート)を作成するに当たっては，西フリジア語と英
語の図は，上方向への(c1 osing) 二重母音と中方向への (cen 凶ng) 二重
母音を分割した。北フリジ、ア語には中方向への二重母音はない。
表 1 北フリジア語の二重母音
Phonem Example Onglide Fl/2 (Hz) 0宜glide Fl/2 (Hz) 
Ol froie (加 be glad) 54/986 41/281 
ε1 dai (day) 596/190 48/2413 
al ai (not) 807/145 48/24 
。l oi (egg) 583/871 439/281 
3・1 loi (I azy) 468/756 41/281 
ul spuie (pre 也ct) 324/756 353/2367 
ou glou (spade/plow) 842/1360 698/90 
au gau (fast) 786/1082 54/807 
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表 2 西フリジア語の二重母音
Phoneme Example Onglide F 1/F2 (Hz) O均lide Fl/2 (Hz) 
Closing 
ε1 hy (he) 785/169 439/217 
田1 stuit (bounce) 641/389 526/1734 
a1 maitid (spring) 698/1072 41/295 
a:1 ka α(key) 698/1 468/2 
01 boiler (boiler) 57/23 469/173 
0:1 moai (beau 曲 11) 57/6 406/25 
U1 bloei (blom) 512/73 34/25 
lU ieu (c 印刷ry) 32/07 490/765 
au blau (blue) 638/97 512/74 
。:u do (you) 49 1/ 1378 427/681 
Centring 
1・9 ien (one) 35/240 54/162 
y・9 nuet (tame) 381/96 41/53 
1・9 hea (hay) 382/67 612/9 
m・9 freon (封切 d) 526/130 5/104 
。'~ boat (boa t) 468/12 54/10 
u・9 boer (f: 訂 mer) 382/5 526/130 
表 3 現代英語 (RP) の二重母音
Phoneme Example Onglide Fl/2 (Hz) 0均lide F 1/ F2 (Hz) 
Closing 
eI made 60/182 406/218 
aI ride 786/1293 48/203 
。I buoyed 638/71 469/18 
~U code 702/154 385/1420 
au loud 807/135 491/0 
Centring 
m fe 町 ed 491/0 617/54 
e~ cared 54/1927 638/14 
U~ mored 54/109 596/103 
0'> 
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考察
F2 但z/10ogali 由mic)
語 (RP) の二重母音(音響ダイアグラム) 2 中方向
図 1， 2 ， 4 を比較すると，北フリジア語(図 1 ) と西フリジア語(図
2 ) の上方向への二重母音では， わたり音の長さが英語 (RP) よりも長
いことが一目でわかる。図 4 のRP の二重母音は上述のように持続時間の
長い異音を選んである。それでもわたり音の長さと第二要素の母音の音質
(狭母音性) の明瞭さがRP では緩やかで、ある。フリジア諸語の上方向二
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重母音ではその持続時間も当然長くなるが，二重母音の第一要素の母音が
長められているものもあり，ほとんどが第二要素まで丁寧に発音されてい
るo フリジア諸語の二重母音は調音上のエネルギーを相当要するというこ
とになる o また，明瞭度の高い前舌母音へ向かうものが多い。調音よりも
聴覚的な必要性があって割れが生じたとみなすことができる。
図 3 と5 の中方向への二重母音を比較しでも，西フリジア語(図 3 )の
方が， RP (図 5 )よりもわたり音の長さが長い。 RP で、は中方向への二重
母音や二重母音にあいまい母音 (schwa) の付いた三重母音は，潤滑化
(smothing) して第一要素が長母音化する傾向がある o また， RP の中方
向への二重母音の一つである/e~/は，英語方言の中では特殊な音素である。
北アメリカの諸方言で、は/er/ になるものであり，多くの英語方言では長母
音の/e:/ となる D オックスフォード大学出版局の辞書 (Pears a11 198 & 19 
等)でも 20 世紀末からは加かを/hε: と表示するようになった。 COD で
さえも第10 版 (Pears a1 1 19) からこのような音素表記がなされているこ
とは注目に値する o Colins & Mes (208: 10- 1)も RP ではなく， no 
-region a1 pronuciation (NRP) を記述しているために，squ α仰の母音を
/ε: と表記している O
RP に比べてフリジア諸語では現在でも二重母音の数が多い。やはり母
音の二重母音化はAn gl ・圃Fr の固有の傾向と言えるであろう o 現在の RP は
潤滑化の影響が顕著に見られるが，歴史的に見ると言語の変化は繰り返さ
れるものである。長音化が進めば，再ぴ母音の割れが始まるものと推測で
きる o
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